
年度　授業計画（シラバス）

15 (1)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

実務経験と
その関連資格

視能訓練士として視能検査、訓練に従事した。修士課程（医療安全管理学）を修了した。

使用教材

研究に必要な論文、
書籍

授業以外での準備学習
の具体的な内容

研究に必要な論文、
書籍

研究に必要な論文、
書籍

教室名

中間報告会を通じて、研究目的と方法の妥当性について見直し、後期卒業研究Ⅱに向けて本データの収集・集計・分析方法の修正を図ります。

担 当 教 員

テーマの見直し、研究計画の見直しをおこなう。
必要な研究論文の収集をおこなう。

授業を
通じての
到達目標

2年後期に提出済みの研究計画書の振り返りと修正ができる

各コマに
おける

授業予定

テーマの見直し、研究計画の見直しをおこなう。
必要な研究論文の収集をおこなう。

授業を
通じての
到達目標

2年後期に提出済みの研究計画書の振り返りと修正ができる

各コマに
おける

授業予定

テーマの見直し、研究計画の見直しをおこなう。
必要な研究論文の収集をおこなう。

各コマに
おける

授業予定

研究に必要な論文・書籍の検索

研究に必要な論文、
書籍

発表用スライドノアウトライン

吉田　美香

授業の
方法

2年後期に提出済みの研究計画書の振り返りと修正ができる
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

研究に必要な論文、
書籍

研究計画見直しに必要な論文、書
籍の検索

授業を
通じての
到達目標

2年後期に提出済みの研究計画書の振り返りと修正ができる

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

テーマの見直し、研究計画の見直しをおこなう。
必要な研究論文の収集をおこなう。

授業を
通じての
到達目標

プレデータ収集ができる

各コマに
おける

授業予定
プレデータ収集および統計処理を実際におこなう

2024

その他 授業の方法 演習
授業時数(単位数)必修

2年次に作成した研究計画書を下にプレデータの収集方法および分析方法を再考してください。

試験（研究計画書の提出）50%、統計学集中講座出席30%、平常点（提出物・参加率）20%

内　　　容

科  目  名

視能訓練士学科3年制

卒業研究Ⅰ

科　目　区　分

各グループで研究に必要な論文、書籍

関心のあるテーマについて研究計画を立てる

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

1001教室 他3年



第
15
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

各コマに
おける

授業予定

授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

研究に必要な論文、
書籍

研究に必要な論文、
書籍

研究計画見直しに必要な論文、書
籍の検索

内　　　容

授業を
通じての
到達目標

プレデータ収集ができる

各コマに
おける

授業予定
プレデータ収集および統計処理を実際におこなう

使用教材

研究計画見直しに必要な論文、書
籍の検索

授業以外での準備学習
の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

研究に必要な論文、
書籍

研究計画見直しに必要な論文、書
籍の検索

第
8
回

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

授業を
通じての
到達目標

研究計画書の修正ができる
報告会準備ができる

各コマに
おける

授業予定

研究計画書を完成させる
報告会用スライド作成をおこなう

授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

第
12
回

第
13
回

第
14
回

各コマに
おける

授業予定

第
9
回

授業の
方法

各コマに
おける

授業予定

授業を
通じての
到達目標

研究計画書の修正ができる
報告会準備ができる

第
10
回

第
11
回

研究計画書を完成させる
報告会用スライド作成をおこなう


